
　壱岐市立一支国博物館では、第 40 回国民文化祭、第 25 回全国障害者芸術・文化祭壱岐市実行委
員会事業のひとつとして、令和 7 年 11 月 8 日より令和 8 年 1 月 4 日の会期で、第 77 回特別企画展「原
の辻遺跡 国特別史跡指定 25 周年記念展」を開催いたします。　
　原の辻遺跡が国特別史跡の指定を受けてから 25 周年のこの年、平成 25 年 6 月 19 日に国重要文化財
の指定を受けた原の辻遺跡出土資料 1,670 点のうち、選りすぐりの代表資料 100 点（すべて実物資料）
を展示公開し、あらためて原の辻遺跡の素晴らしさと重要性を知ってもらうための企画内容となっています。
　つきましては、下記のとおり、事業概要をお知らせいたしますので、ご多忙中とは存じますが、お誘い
あわせの上ご来場くださいますよう、ご周知方よろしくお願い申し上げます。

開催のお知らせ
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※会期や内容が変更となることもございます。
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第 40 回国民文化祭　第 25 回全国障害者芸術・文化祭
ながさきピース文化祭 2025
第 77 回特別企画展 原の辻遺跡国特別史跡指定 25 周年記念展
令和 7 年 11 月 8 日（土）～令和 8 年 1 月 4 日（日）
一支国博物館 1 階 テーマ展示室
午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分
11 月10 日（月）、17 日（月）、25 日（火）、
12 月1日（月）、8 日（月）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）～ 31日（水）
約 100 件
無料
文化庁、厚生労働省、長崎県、第 40 回国民文化祭、第 25 回全国障害者芸術・文化祭長崎
県実行委員会、第 40 回国民文化祭、第 25 回全国障害者芸術・文化祭壱岐市実行委員会
壱岐市立一支国博物館
壱岐市、壱岐市教育委員会、長崎県埋蔵文化財センター、壱岐市観光連盟
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●場所／ 3 階 多目的ホール　　●受講料／無料　　●定員／ 180 名　※予約不要

日時／11月23日（日）13:00～16:00

日時／12月21日（日）14:00～

●基調講演「原の辻遺跡と列島各地を結ぶ弥生の道」
　　講師／禰冝田佳男氏（大阪府立弥生文化博物館館長）
●「瀬戸内海沿岸地域の交流拠点」 
　―交通の十字路として繁栄した吉備の弥生文化―
　　講師／河合 忍氏（岡山県古代吉備文化財センター調査第 3 課長）
●「日本海交流の拠点」―鳥取に花開いた弥生文化―
　　講師／河合章行氏（鳥取県立青谷かみじち史跡公園係長）
●「北部九州の交流拠点」―一大率がいた伊都国―
　　講師／河合 修氏（糸島市地域振興部文化財課課長補佐）

原の辻遺跡の発見から 100 年。発掘に携
わった多くの調査員・作業員・整理員によっ
て原の辻遺跡の実態解明が行われてきまし
た。これまでの発掘調査史を中心に原の辻
遺跡の歴史について紹介します。

西日本各地の弥生遺跡の事例報告を各地域で活躍している
担当者が発表します。

原の辻遺跡の大川墓域
や原の久保墓域の石棺
墓に副葬品として納め
られていた弥生時代後
期の青銅製品。原の辻
遺跡では数少ない青銅
鏡の１つ。

講師／松見 裕二氏
　　　（壱岐市文化スポーツ振興課
　　　　文化財班 課長補佐）

原の辻遺跡の大原墓域の甕棺墓に副葬
品として納められていた弥生時代中期
のガラス製品。国内最古の発見例。

黒漆を塗り、その後、赤
漆で装飾を施した芸術
品。杯の部分は欠損して
おり、持ち手の部分しか
残っていないが、当時の
技術の高さを知ることが
できる。

中 国 の “水 神 神 話”
を基に冬眠する龍と
春になり天に昇る龍
の様子が描かれてい
る土器。龍単体では
なく、ストーリーが
描かれた国内唯一の
絵画土器。

原の辻遺跡は、長崎県で 2 番目に広い平野である「深江田
原」にあり、島内各地の山麓から湧き出た水が集まり、島
内最長を誇る幡鉾川に合流する場所に位置します。原の辻
遺跡は、深江田原に舌状にのびる丘陵の最頂部〔標高 18
メートル〕の祭儀場を中心に標高 10 メートル前後の丘陵
尾根上に居住域が広がり、丘陵の裾部に多重の環濠を掘り
巡らした大規模環濠集落跡で、海を渡る渡来人とそれを迎
える倭人との “対外交流の拠点” として栄えました。


